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た
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　表紙写真は、米原チアクラブ
の練習の様子です。毎週金曜日
夕方に近江学びあいステー
ションで練習をされています。
　年少から小学6年生までの
子たちが2チームに分かれ、
コーチの習熟度に応じた熱心
な指導のもと、それぞれのスキ
ルを磨いています。
　みんなで楽しく練習に励み、
流行の曲に合わせてダイナ
ミックな演技を披露され、上手
くできなかった演技は、何度も
反復練習をして、精度を高める
ように一生懸命努力されてい
る姿が印象的でした。
　暖かい季節の訪れとともに、
彼女たちの満面の笑顔と華や
かな演技が咲き誇るのが待ち
遠しいですね。

地域活動とコラボ
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計
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の
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模
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前
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比
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８
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旧
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を
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と
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め
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で
売
却
す
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あと５カ月！

米原チアクラブの子どもたち

人口変動カウンター
まちのリアル〔現実〕をあなたと共有
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
部
分
に
加
え
、地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
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も
貸
し
付
け
る
た
め
に

伊
吹
・
近
江
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
無
償
貸
付
す
る
議
案
を
総
員
賛
成
で

“我がまちのために！” 私は執行部に
ここが聞きたい　代表質問＆一般質問
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角
田
市
長
肝
い
り
の
初
当
初
予
算

大
型
事
業
費
を
含
め
た
７
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は

　
　
総
額
約
２
４
２
億
円（
前
年
度
比
約
８
億
円
減
）過
去
２
番
目
の
予
算
規
模

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算

約
33
億
円

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算

約
44
億
円

　
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算
約
５
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８
千
万
円

　
水
道
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業
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当
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円

　
下
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円
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光
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詳細は、P4～11へ

（上下水道会計は、収益的支出と資本的支出の合計額）

年間予算（当初予算）を審議

　　議会が　　  した主な補正予算　　議会が
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第１回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・同意とした案件

【総産建】総務産業建設常任委員会
【民生教】民生教育常任委員会
【予算決算】予算・決算常任委員会

　　番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先
同意第　１号　米原市監査委員の選任について
同意第　２号　米原市公平委員会委員の選任について
同意第　３号　米原市教育委員会委員の任命について

議案第　２号　令和６年度米原市一般会計補正予算（第12号）
議案第　３号　令和６年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議案第　４号　令和６年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第５号）
議案第　５号　令和６年度米原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
議案第　６号　令和７年度米原市一般会計予算
議案第　８号　令和７年度米原市介護保険事業特別会計予算
議案第　９号　令和７年度米原市後期高齢者医療事業特別会計予算
議案第１０号　令和７年度米原市水道事業会計予算
議案第１１号　令和７年度米原市下水道事業会計予算

【予算決算】

議案第１２号　�刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて

議案第１３号　�米原市個人番号の利用に関する条例および米原市税条例の一部を改正する条例に
ついて

議案第１４号　米原市付属機関設置条例の一部を改正する条例について
議案第１５号　米原市議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例について
議案第１６号　米原市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について
議案第１７号　�米原市職員の勤務時間、休暇等に関する条例および米原市職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例について
議案第１９号　米原市手数料条例の一部を改正する条例について

【総産建】

議案第２０号　米原市地域福祉センター条例の一部を改正する条例について
議案第２１号　�米原市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例について
議案第２２号　�米原市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について
議案第２３号　�米原市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の保育料等に関する条例の

一部を改正する条例について
議案第２４号　米原市子ども・子育て審議会条例の一部を改正する条例について
議案第２５号　米原市立学校給食施設条例の一部を改正する条例について
議案第２６号　�米原市地域包括支援センターの人員および運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について

【民生教】

議案第２７号　米原市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
議案第２８号　�米原市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条

例について
議案第３０号　財産の譲渡について（旧藤の根作業所）
議案第３１号　財産の貸付けについて（旧藤の根作業所）

【総産建】

議案第３２号　財産の貸付けについて（米原市近江地域福祉センター　やすらぎハウス）
議案第３３号　財産の貸付けについて（米原市伊吹地域福祉センター　愛らんど） 【民生教】

議案第３４号　令和６年度米原市一般会計補正予算（第1３号）
議案第３５号　令和７年度米原市一般会計補正予算（第1号） 【予算決算】

発議第　１号　米原市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について
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議　　案
付
託
先

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派

礒
谷

鹿
取

矢
野

今
中

中
川

鍔
田

宮
川

山
本

堀
江

𠮷
田

藤
田

山
𦚰

川
嶋

藤
本

振
角

細
野

議案第７号　令和７年度
米原市国民健康保険事業
特別会計予算

予
算
決
算

２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第１８号　米原市国
民健康保険税条例の一部
を改正する条例について

民
生
教

２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第２９号　財産の処
分について（旧米原庁舎
跡地）

総
産
建

２ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●賛否が分かれた案件　※賛成者は「○」反対者は「×」　議長は採決に加わりません。

件名 付託先 議決結果
議案第1号　令和6年度米原市一般会計補正予算（第11号） 予算・決算常任委員会 総員賛成で可決

報告第1号　専決処分の報告について

　１月31日に令和７年第１回臨時会が、物価高騰対策などの一般会計補正予
算を審議するために緊急に開催されました。採決の結果は次のとおりです。　　議会が　  した主な補正予算　　

議決結果一覧　●第１回臨時会　※「報告」は、議決対象外

低所得世帯へ1世帯当たり３万円などを支給 １億２００万円

子育て世帯へ子ども１人当たり１万円を支給 約６千万円

障がい福祉サービス事業所へ物価高騰軽減のための支援 1 ８0万円

介護サービス事業所へ物価高騰軽減のための支援 約1千万円

私立保育園へ物価高騰軽減のための支援 約170万円

農水畜産業への光熱水費値上がり分に対しての支援 ３５０万円

小規模事業者へ物価高騰軽減のための支援 ２５00万円

伊吹山自然再生業務委託料 ４千万円

ため池などの農業施設整備の経費 約１７００万円

藤川相撲庭線などの市道改良・維持補修の経費 ４８００万円

近江鉄道施設の設備投資への補助金 約１３００万円

1月臨時会

物
価
高
騰
対
策

国
補
正
予
算
に
よ
る

事
業
前
倒
し
の
経
費
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国
民
健
康
保
険
税
を
値
上
げ
す
る
議
案
を
賛
成
多
数
で

国
民
健
康
保
険
税
を

クロ討クロ討
１１

クローズクローズ
アップ討論アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第 7号　令和７年度米原市国民健康保険事業特別会計予算
○議案第18号　米原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　１１年度からの県内保険税統一に向け急激な増額を避けるため、６年度に対して
１人当たりの保険税を５. ３％増額することなどを含んだ国民健康保険の当初予算
および条例の改正議案。

議案第7号・第18号を原案のとおり可決することについて
賛成13人　×　反対２人　　賛成多数で可決

議案第７号　賛成11人 × 反対１人　賛成多数で原案可決
議案第18号　賛成 ６人 × 反対１人　賛成多数で原案可決

賛成者と反対者の一覧はP５

　国は公費投入を増やすべきで
あり、また、子ども子育て支援金
を医療保険から徴収する方針は
問題だ。物価高騰などで市民の
生活が厳しさを増す中、負担増
につながる国の進め方には疑問
を感じる。
　一方で、国民健康保険税の県
下統一に向け、本市は市民の負
担が急激に増加しないよう調整
している。本条例・予算を否決
し、保険税が据え置かれた場合、
今後の急激な引き上げにつなが
る可能性があり得る。
　県では、市町の意見を「滋賀県
国民健康保険市町連携会議」で
集約し、「滋賀県国民健康保険
運営協議会」で審議する仕組み
となっており、本市の意見も反
映されると考える。
　なお、保険税引き上げに関し
て、市民への十分な説明と周知
は必要である。

　本市では、市の国保基金を活
用して県が示す標準保険料から
引き下げ、5.3％増にとどめる
としているが、10年度以降は
市の基金もなくなり、県の示す
標準保険料となる。問題は市町
ごとの医療費水準の差が保険税
に反映されないことである。
　統一化がなされれば、保険税
の設定の権限は市町から県へ移
ることになる。
　本改正で年収380万円の4人
家族で負担率は年収の12％と
なっており、物価も高騰し、その
他の負担も上がる中で耐えられ
ない状況となる。
　市は、独自施策で子どもの保
険税の一部を支援しており、こ
のように地方が国保制度維持の
ため、頑張っている中で、国は公
費をしっかりと投入し国民皆保
険の根幹の制度として、守って
いくことが必要と考える。

議案第７号・第18号に
対する討論

※関連議案のため、
　併せて討論を掲載しています。

※議案第７号採決時、１人欠席者がありました。

振角　大祐　議員 藤田　正雄　議員

討
論

賛 成 反 対
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旧
米
原
庁
舎
跡
地
を
40
区
画
の
分
譲
宅
地
に
す
る
た
め

　
　

３
億
３
６
０
０
万
円
で
売
却
す
る
議
案
を
賛
成
多
数
で

旧
米
原
庁
舎
跡
地
を

クロ討クロ討
２２

クローズクローズ
アップ討論アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第29号　財産の処分について
　　　　　　　　　　　　　　　　（旧米原庁舎跡地）
　旧米原庁舎跡地利活用事業における、下多良三丁目地先の市有地および建物につ
いて、優先交渉権者が決定したことにより、土地の処分を行うもの。

議案第29号を原案のとおり可決することについて
賛成11人　×　反対４人　　賛成多数で可決

議案第２９号　賛成７人 × 反対０人　総員賛成で原案可決

賛成者と反対者の一覧はP５

　処分の目的は、市庁舎等整備
基本構想による定住促進と新庁
舎の財源に資することだ。公募
型プロポーザル方式により提案
内容と土地価格の両面を評価し
て、処分先に決定された。
　近傍の宅地売買価格と処分価
格の差額については、宅地分譲
までに要する公共施設用地の負
担や道路・上下水道などの工事
負担金等必要経費と考えられ
る。3億3600万円で処分を受
け、開発費用などを投入し、近傍
の宅地売買価格の坪28万円程
度で販売すると提案された。な
お時勢以外で売買価格の増額は
問題である。
　また、次点交渉権者との処分
価格差が大きいため、処分価格
が安い分、分譲価格が安い提案
とされ、早期処分が可能となり
定住促進と早期の税収増が期待
される。

　旧米原庁舎跡地10313.48㎡
を金３億３６００万円で処分さ
れることについて、処分金額を
坪単価に換算すると、坪当たり
約10万７７００円となる。
　周辺の固定資産税上の路線価

（評価額）から導き出された取引
目安額を坪単価に換算すると、
22万4400円であまりにもか
け離れており、周辺土地相場に
悪影響を与える恐れがある。1
万㎡を超え、米原駅まで徒歩10
分圏内の土地は住宅分譲に適し
ており、倉庫の解体費用などを
考慮しても安価過ぎると思量す
る。
　市の財産を処分することは、
市民の財産を処分することであ
り、少しでも高く売ることが執
行部に課せられた使命である。
しかし、この処分金額では使命
が果たせているとは言えない。
　以上のことから、反対する。

議案第29号に対する討論

矢野　邦昭　議員 礒谷　晃　議員

討
論

賛 成 反 対
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予算・決算常任委員会　審査報告
７年度一般会計・特別会計当初予算、６年度補正予算などを審査

予算・決算常任委員長　　礒谷　晃

【主要な予算項目】

７年度
一般会計
予算額

約２４２.８億円

民生費
83.9 億円

教育費
３２.8億円総務費

３０.9億円

土木費
２７.7億円

公債費
２２.２億円

衛生費
１６.７億円

消防費
１０.３億円

その他
１８.３億円

280

260

160

（億円） （年度）
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

180

240

220

200

33
32

25

（億円） （年度）
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

31

29

27
26

30

28

○伊吹山の保全対策

○地域防災計画の見直し

○移動市役所の運行

○小中学校体育館への空調設備設置

○（仮称）磯公園の整備

○地域農業の担い手支援

○市制20周年記念事業
� ・・・など

一般会計当初予算額の年度ごとの推移
令和になってから毎年度200億円を超えており、高止まりが続いている状況

財政調整基金残高の年度ごとの推移
財政調整基金(市の貯金)が目減りしていくことが予想される。

※6・7年度は見込み額

「当初予算審査を終えて」
　７年度一般会計の当初予算は、約２４２.8億円となり、過去２番目の規模となりました。
また予算を編成するための一般財源（市税など、市が自由に使えるお金）が歳出に対して乏し
く、財政調整基金を充当しています。５年度当初予算から、財政調整基金を充当していまし
たが、決算時には国の交付金などの他財源が充当され、財政調整基金を取り崩すことなく積
み立てることができていました。しかし、７年度末においては約３. ７億円残高が減少する
見込みとなっています。予算・決算常任委員会として、市民が真に必要とする予算なのか否
か、今後も厳しく審査を継続していきます。
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７年度当初予算
「改善の余地はないか？」議会が指摘したポイント

地域おこし協力隊の活用

　営農型太陽光発電設備下での営農活動、空家の
利活用、農業の６次産業化などを目指した３事業
での地域おこし協力隊を募集し、地域の担い手不
足を解消するもの。

　地域おこし協力隊を募集するもの
の、部署により考え方が統一されてい
ない。最終的に定住していただくた
めに、ノウハウを横連携し、隊員本人
のなりわい創出などにつなげるべき。

　当初の整備方針は、毎年度３校程度
工事着手するとの説明だったが、７年
度予算には２校分しか計上されてい
ない。近年の猛暑の状況から、当初の
予定どおり早急に設置するべき。

　移動市役所を含む窓口業務の整理
統合に関し、サービスレベルを下げな
い手法を検討すること。また運行に
ついては、ウェブサイトだけでなく、
広報誌など紙媒体でも広く周知すべ
き。

　補助対象者からチェーン店を除く
必要があるのか。にぎわいを創出す
るならば、チェーン店が進出すること
でも本市は活性化する。同じ使い方
なら、生きた使い方をすべき。

議会からの意見により
チェーン店も対象に変更！

　地球温暖化による夏季の気温上昇により、学校
体育館の授業中の熱中症対策および避難所開設時
の環境を向上させるため、１学年の平均人数が多
い順に小中学校の体育館に空調設備を設置するも
の。

　移動が困難な高齢者が増加していることから、
遠隔相談システムなどを搭載した車両を移動市役
所として巡回し、地域と市役所がつながり、電子申
請のサポートやオンライン相談などができる体制
を整えるもの。

　駅前など中心市街地（米原駅・坂田駅・醒ケ井駅・
近江長岡駅・柏原駅・春照地域の周辺）で飲食店
や小売店の新規出店を促進することで、にぎわい
の創出による地域の活性化を図るもの。

小中学校体育館への
空調設備設置

移動市役所の運行

にぎわい創出
商業店舗開設補助金

意見

意見

意見

意見

意見
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報告します！問
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

時
の
想
定
分
譲
価
格
と
実

際
の
分
譲
価
格
に
大
幅
な

差
異
が
生
じ
た
場
合
の
市

の
考
え
は
。

答
　
提
案
書
に
基
づ
い
て

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
資
材
な
ど

の
高
騰
や
施
工
時
の
状
況

に
よ
り
分
譲
価
格
の
変
動

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
審
査
時
の
提
案
内
容

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
事

業
者
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
各
区
画
の
面
積
が
計

画
よ
り
大
き
く
変
更
に
な

る
が
、
相
手
方
の
理
解
は

得
ら
れ
て
い
る
か
。

答
　
現
在
協
議
中
で
す
が
、

面
積
が
減
少
す
る
企
業
は

従
業
員
の
駐
車
場
が
不
足

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ま

た
面
積
が
増
加
す
る
企
業

は
資
金
面
の
関
係
で
面
積

を
減
ら
せ
な
い
か
と
の
意

見
を
聞
い
て
い
ま
す
。

問
　
７
年
度
か
ら
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
縮

小
し
て
、
移
動
市
役
所
を

週
１
、
２
回
程
度
運
行
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
を
下
げ
な
い

た
め
の
方
策
は
。

答
　
諸
証
明
の
発
行
の
約

半
数
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
の
交
付
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
相
談
業
務
は

増
え
て
い
ま
す
。
移
動
市

役
所
は
移
動
が
困
難
な
方

に
対
す
る
相
談
業
務
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

　
次
の
段
階
に
お
い
て
、

窓
口
セ
ン
タ
ー
（
近
江
・

伊
吹
） 

を
再
配
置
し
、 
来

庁
の
必
要
が
あ
る
業
務
に

対
応
し
ま
す
。

問
　
空
家
再
生
み
ら
い
つ

く
り
隊
員
募
集
に
つ
い
て
、

隊
員
が
継
続
し
て
活
躍
で

き
る
た
め
の
募
集
に
係
る

対
応
は
。

答
　
従
前
の
隊
員
の
活
動

内
容
は
、
空
家
バ
ン
ク
に

従
事
す
る
基
本
活
動
と
、

自
ら
の
な
り
わ
い
を
創
出

す
る
未
来
活
動
が
あ
り
ま

す
。
未
来
活
動
は
負
担
感

が
大
き
く
、
隊
員
と
し
て

の
活
動
が
難
し
い
状
況
で

し
た
。
次
回
か
ら
は
空
家

バ
ン
ク
に
専
従
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
補
助
金
の
対
象
区
域

は
Ｊ
Ｒ
５
駅
周
辺
地
区
と

春
照
地
区
で
あ
る
が
、
山

東
地
域
の
国
道
３
６
５
号

沿
い
や
旬
彩
の
森
周
辺
も

対
象
区
域
に
追
加
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
７
年
度
は
当
事
業
の

初
年
度
で
あ
り
、
国
道
３

６
５
号
や
旬
彩
の
森
周
辺

も
事
業
実
績
を
検
証
し
た

上
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
施
設
を
地
域
に
譲
渡

・
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い

て
市
の
方
針
は
。

答
　
農
林
業
の
補
助
事
業

に
よ
り
、
農
業
関
係
者
の

有
効
な
利
活
用
と
農
業
振

興
を
目
的
と
し
た
施
設
で

す
。
将
来
的
に
今
の
状
況

を
続
け
る
こ
と
は
、
公
費

投
入
の
観
点
か
ら
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
関
係

す
る
地
域
の
皆
さ
ん
と
相

談
を
し
つ
つ
、
譲
渡
・
移

行
に
つ
い
て
は
今
後
詰
め

て
い
き
ま
す
。

◇
旧
醒
井
水
の
宿
駅
跡

地
売
却
に
関
し
、 

Ｊ
Ｒ
東

海
、 

国
道
事
務
所
、 

公
安

委
員
会
な
ど
関
係
機
関
と

の
協
議
が
完
了
し
て
お

ら
ず
、
計
画
が
未
確
定
の

段
階
で
予
算
要
求
す
る
こ

と
は
他
の
事
業
も
含
め
て
、

控
え
る
べ
き
で
あ
る
。

◇
移
動
市
役
所
に
関
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
縮
小
・
廃
止
は
や
む
を

得
な
い
が
、
移
動
市
役
所

の
選
択
肢
も
通
過
点
と
捉

え
る
。
移
動
市
役
所
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
市
民

に
不
便
を
感
じ
さ
せ
る
こ

と
は
極
力
避
け
る
よ
う
に
。

◇
空
家
対
策
事
業
に
関
し
、

賃
貸
を
希
望
す
る
移
住
者

と
売
却
を
希
望
す
る
所
有

者
と
の
不
一
致
が
課
題
と

し
て
あ
る
。
所
有
者
が
貸

す
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の

補
助
制
度
を
さ
ら
に
充
実

し
て
、
登
録
件
数
を
増
や

す
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

◇
に
ぎ
わ
い
創
出
商
業
店

舗
開
設
補
助
金
に
関
し
、

に
ぎ
わ
い
創
出
が
何
を
目

指
し
て
い
る
か
方
向
性
を

示
す
べ
き
。
米
原
駅
周
辺

に
は
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た

土
地
が
な
い
の
も
課
題
で

あ
る
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
予
算
を
除
く
議
案
に

つ
い
て
討
論
・
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
討
論
は
な
く
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
全
て
の
議
案

は
総
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
２
号
中
、
旧
米

原
庁
舎
跡
地
売
却
に
つ

い
て 議

案
第
２
号

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(
第
12
号)

議
案
第
６
号　
７
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
𠮷
田 

周
一
郎

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
藤
田 

正
雄

　
委
　
員 
川
嶋 
眞
一
、  

宮
川 

泰
、  

鹿
取 

和
幸
、

 

山
本 
克
巳
、  

矢
野 

邦
昭
、  

今
中 

力
松

議
案
第
６
号

７
年
度
一
般
会
計
予
算

旧
醒
井
水
の
宿え

駅き

の
跡

地
売
却
に
つ
い
て

に
ぎ
わ
い
創
出
商
業
店

舗
開
設
補
助
金
に
つ
い

て甲
津
原
・
柏
原
田
園
交

流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

移
動
市
役
所
管
理
運
営

事
業
に
つ
い
て

総
合
的
空
家
対
策
に
つ

い
て

委�

員�

間�

討�

議

討
論
・
採
決
結
果
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報告します！◎
一
般
会
計

問
　
環
境
省
の
中
間
評
価

で
事
業
継
続
が
認
め
ら
れ

た
が
、「
耕
作
放
棄
地
で

の
太
陽
光
発
電
を
活
用

し
た
営
農
活
動
の
モ
デ

ル
化
」 

が
条
件
と
な
っ
た
。

そ
の
内
容
は
。

答
　
農
業
の
担
い
手
が
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
中
山
間

地
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用

す
る
点
が
評
価
さ
れ
、
他

自
治
体
の
モ
デ
ル
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

問
　
県
は
高
校
生
な
ど
を

助
成
対
象
と
し
て
い
る
が
、

小
中
学
生
の
助
成
は
各
自

治
体
が
独
自
に
行
っ
て
お

り
、
制
度
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
の
で
は
。

答
　
乳
幼
児
と
高
校
生
は

県
が
助
成
し
、
小
中
学
生

は
県
の
助
成
が
な
く
、
市

町
が
独
自
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
県
の
子
ど
も
政
策

推
進
会
議
で
、
県
の
支
援

拡
充
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

問
　
事
前
の
説
明
で
は
年

間
３
校
ず
つ
の
実
施
予
定

だ
っ
た
が
、
新
年
度
予
算

で
は
２
カ
所
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
。

答
　
全
体
の
事
業
量
が
多

く
、
体
育
館
の
空
調
工
事

は
初
め
て
の
た
め
、
施
工

実
績
を
積
み
な
が
ら
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
時
に
市
全
体
の

総
予
算
枠
を
調
整
し
、
今

回
は
学
校
１
校
と
双
葉
総

合
体
育
館
を
対
象
と
し
ま

し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計

問
　
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行

す
る
こ
と
で
医
療
費
が
下

が
る
想
定
は
妥
当
だ
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
民
健
康
保
険
の
県
内
統

一
標
準
保
険
料
が
右
肩
上

が
り
で
上
昇
す
る
見
込
み

は
正
し
い
の
か
。

答
　
国
民
健
康
保
険
は
県

内
統
一
の
仕
組
み
の
中
で
、

県
全
体
の
医
療
費
が
伸
び

て
い
ま
す
。
本
市
で
も
１

人
当
た
り
の
医
療
費
は
上

昇
し
て
お
り
、
県
全
体
で

は
本
市
以
上
に
増
加
傾
向

が
強
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
　
国
民
健
康
保
険
や
後

期
高
齢
者
医
療
の
予
算
を

使
っ
て
、
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
を
支
援
で
き
な
い
か
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
の

会
計
は
、
集
め
た
保
険
料

を
県
の
広
域
連
合
に
納
め

る
だ
け
の
も
の
で
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
は
保

険
料
で
運
営
し
て
い
る
た

め
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

支
援
に
使
う
と
、
本
来
の

目
的
と
ず
れ
て
し
ま
い
、

公
平
性
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
援

は
、
高
齢
者
全
体
に
関
わ

る
も
の
な
の
で
、
市
の
一

般
会
計
で
対
応
す
る
の
が

適
切
だ
と
考
え
ま
す
。

問
　
伊
吹
市
民
自
治
セ
ン

タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て
、

当
該
施
設
へ
の
移
転
を
含

め
地
元
と
協
議
中
と
の
こ

と
だ
が
、
協
議
が
継
続
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
案

を
提
出
す
る
こ
と
の
整
合

性
に
問
題
は
な
い
か
。

答
　
現
段
階
で
は
仮
契
約

の
た
め
、
今
後
内
部
で
協

議
し
、
契
約
時
に
は
協
議

経
過
を
十
分
に
考
慮
し
た

内
容
と
し
ま
す
。

　
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
に
関
し
、
先

の
委
員
会
協
議
会
で
示
さ

れ
た
実
施
工
程
と
、
今
回

の
当
初
予
算
の
内
容
が
異

な
っ
て
い
た
た
め
、
多
く

の
質
疑
が
発
せ
ら
れ
た
。

　
委
員
間
討
議
で
は
、
市

長
の
施
政
方
針
に
も
示
さ

れ
た
事
業
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
就
学
環
境
の
確

保
や
避
難
所
機
能
の
向
上

の
た
め
、
で
き
る
限
り
早

期
に
実
施
す
べ
き
と
の
意

見
が
多
数
を
占
め
た
。

　
そ
の
た
め
、
委
員
会
協

議
会
で
示
さ
れ
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
守
り
つ
つ
、
可

能
な
限
り
前
倒
し
で
進
め

る
べ
き
と
の
考
え
が
示
さ

れ
た
。

　
米
原
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
の
県
内
統
一

後
、
県
が
基
金
を
残
し
て

も
保
険
料
の
上
昇
は
避
け

ら
れ
な
い
。
大
阪
府
で
は

統
一
化
に
よ
り
保
険
料
が

１
・
５
か
ら
２
倍
に
上
が

っ
た
例
も
あ
り
、
市
民
の

負
担
増
を
考
え
る
と
、
こ

の
条
例
改
正
に
は
反
対
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
、
付
託
さ
れ
た
議

案
の
う
ち
、
予
算
を
除
く

議
案
の
採
決
を
行
い
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
議
案

第
18
号
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
議
案
は
総
員
賛

成
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

新
年
度
予
算

学
校
体
育
館
の空

調
設
備
設
置
工
事
に
つ
い
て

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
民
生
教
育
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
振
角 

大
祐

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
中
川 

松
雄

　
委
　
員 
藤
本 
敦
子
、  

礒
谷 

晃
、  

細
野 

正
行

 

山
𦚰 
正
孝
、  

堀
江 

一
三
、  

鍔
田 

明

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

工
事
に
つ
い
て

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て

財
産
の
貸
付
け
に
つ
い
て

（
米
原
市
伊
吹
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
愛
ら
ん
ど
）

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
援

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
標
準
保

険
料
に
つ
い
て

委
員
間
討
議

討
論
・
採
決
結
果
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問
　
令
和
６
年
第
４
回
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
発

言
さ
れ
た
活
気
あ
ふ
れ
る

米
原
の
具
体
策
に
つ
い
て

問
う
。

答
　
７
年
度
で
は
、
米
原

駅
を
は
じ
め
、
駅
周
辺
の

中
心
市
街
地
な
ど
に
お
い

て
、
飲
食
店
や
小
売
店
の

新
た
な
開
設
を
支
援
す
る

制
度
を
創
設
し
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、 

今
後
、 

良
好
な

住
環
境
を
備
え
た
魅
力
的

な
市
街
地
を
形
成
し
、
定

住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
、
民
間
開
発

を
促
進
さ
せ
る
施
策
の
強

化
や
、
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
産
業
用
地
を
確
保
し

企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
、

新
た
な
産
業
立
地
計
画
の

検
討
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
米
原
駅
東
口
は
「
特

別
区
域
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
公

平
公
正
の
観
点
か
ら
同
様

の
支
援
策
を
米
原
市
全
域

に
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

問
う
。

答
　
米
原
駅
東
口
周
辺
ま

ち
づ
く
り
事
業
に
対
す
る

支
援
策
は
、
民
間
事
業
者

の
立
地
を
促
進
し
、
米
原

駅
周
辺
の
都
市
機
能
強
化

や
新
た
な
価
値
創
造
に
よ

り
、
人
が
集
う
ま
ち
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制

度
化
し
た
も
の
で
す
。

　
支
援
策
を
米
原
市
全
域

に
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、 

各
地
域
、 

エ
リ
ア
の

特
性
や
市
が
期
待
す
る
土

地
利
用
に
対
す
る
民
間
の

意
見
と
意
向
を
広
く
聴
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
民
間
資
力
を
活
用
し
た

に
ぎ
わ
い
創
出
や
、
定
住

人
口
の
増
加
な
ど
を
効
果

的
に
誘
導
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
具
体
に
つ
い
て
問

う
。

答
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持

続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
量

か
ら
質
へ
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
様
を
見
直
す
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
具
体
に
は
、
市
民
の
ニ

ー
ズ
を
深
く
理
解
し
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
地
域
課

題
に
対
し
て
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
職
員
の
意

識
改
革
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
活
用
を
通
じ
た
業
務

の
効
率
化
、
さ
ら
に
既
存

事
業
の
見
直
し
な
ど
、
継

続
的
な
改
善
を
繰
り
返
す

こ
と
が
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
が
著
し
い

地
域
へ
の
開
業
医
誘
致
は

相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

誘
致
件
数
が
ゼ
ロ
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
い
ち
ゃ
ん
号
や
、
ま

い
ち
ゃ
ん
バ
ス
も
充
実
さ

れ
、
高
齢
者
な
ど
に
も
低

料
金
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
移
動
手
段
に
も

多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
み
、

医
療
体
制
に
も
同
じ
よ
う

に
税
金
を
投
入
す
る
こ
と

は
合
理
的
と
は
言
え
な
い
。

　
こ
の
４
月
に
移
転
す
る

米
原
消
防
署 

（
長
岡
） 

跡

地
に
診
療
所
を
建
設
し
、

（
公
社
） 

地
域
医
療
振
興

協
会
へ
管
理
運
営
を
委
ね

る
こ
と
が
確
実
と
考
え
る
。

　
配
置
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
、
持
続
可
能
な
医
療
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
米
原
市
開
業
医
誘
致

等
地
域
医
療
振
興
事
業
補

助
金
は
、
市
民
が
安
心
し

て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
医
療
体

制
の
安
定
お
よ
び
充
実
を

図
る
た
め
、
５
年
度
に
創

設
し
た
補
助
金
で
す
。

　
今
回
、
市
内
全
域
で
開

業
医
を
誘
致
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り

一
層
、
市
内
で
均
衡
あ
る

医
療
提
供
体
制
を
構
築
す

る
た
め
補
助
要
件
の
見
直

し
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
一
方
、 （
公
社
）地
域
医

療
振
興
協
会
は
、
山
東
伊

吹
圏
域
お
よ
び
米
原
近
江

圏
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
い
ぶ
き
や
地
域
包
括
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し

あ
の
ほ
か
、 

山
東
診
療
所
、

米
原
診
療
所
お
よ
び
𠮷
槻

診
療
所
の
指
定
管
理
者
と

し
て
在
宅
医
療
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
医
療

の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
米
原
消
防
署
跡
地
利
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
具
体

的
検
討
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
一
つ
の
方
策
と
し

て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

天
翔
ク
ラ
ブ　

礒
谷 

晃 

議
員

米
原
駅
東
口
の
支
援
策

を
市
内
全
域
へ
広
げ
て

は

開
業
医
誘
致
補
助
制
度

に
つ
い
て

質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は

活
気
あ
ふ
れ
る

米
原
の
具
体
策
は

開業医誘致等地域医療振興事業補助金
（診療所開設等に対する補助）

新制度 旧制度

区　域

補助額

・米原東北部
　　都市計画区域
・都市計画区域外
（※米原市東部地域）
５千万円（上限）

（内科か小児科開業の
場合１千万円加算）

・市内全域

３千万円（上限）

区　域

補助額

・彦根長浜
　　都市計画区域

（※米原市西部地域）
２千万円（上限） 米原市の都市計画

会
派
代
表
者
質
問
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問
　
伊
吹
山
の
南
側
斜
面

で
土
砂
流
出
が
起
き
、
こ

の
よ
う
な
惨
状
に
な
っ
た

の
は
、
シ
カ
の
食
害
だ
け

が
原
因
で
は
な
く
、
以
前

５
合
目
か
ら
７
合
目
付
近

に
あ
っ
た
、
灌か

ん

木ぼ
く

類
の
伐

採
も
そ
の
一
因
で
は
な
い

か
。

答
　
昭
和
40
年
代
以
降
、

コ
ク
サ
ギ
と
い
う
低
木
が

繁
茂
し
、
日
照
不
足
に
よ

り
下
草
が
生
育
し
に
く
い

状
況
と
な
っ
た
の
で
、
縞

状
に
伐
採
し
、
草
原
を
復

元
す
る
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　
今
後
の
植
生
復
元
に
当

た
っ
て
は
、
シ
カ
の
口
が

届
く
範
囲
の
２
㍍
よ
り
高

く
生
育
す
る
木
や
、
イ
ブ

キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
や
フ
ッ

キ
ソ
ウ
な
ど
シ
カ
が
好
ま

な
い
植
物
や
低
木
を
植
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
県
議
会
の
答
弁
で
は
、

南
側
斜
面
の
復
旧
に
は
約

10
年
掛
か
る
と
の
事
だ
が
、

も
う
少
し
早
く
復
旧
で
き

な
い
か
。

答
　
復
旧
の
た
め
に
は
、

ま
ず
は
、
数
年
掛
け
て
ガ

リ
浸
食
（
雨
水
に
よ
る
浸

食
溝
）の
拡
大
を
防
止
し
、

土
砂
流
失
の
抑
制
と
斜
面

の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
斜
面
の
安
定
化
が
図
ら

れ
た
場
所
か
ら
、順
次
、成

長
が
早
く
、
か
つ
シ
カ
の

好
ま
な
い
低
木
の
樹
木
や

植
物
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も

10
年
程
度
掛
か
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の

改
良
に
よ
っ
て
、
通
学
送

迎
の
車
の
混
雑
が
大
き
く

緩
和
さ
れ
た
が
、
駅
構
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

答
　
近
江
長
岡
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
継
続
的

に
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
２
基
と
ス

ロ
ー
プ
１
カ
所
を
整
備
す

る
計
画
で
し
た
が
、
駅
利

用
者
の
ホ
ー
ム
か
ら
車
両

へ
の
乗
降
介
助
を
行
う
実

施
主
体
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
市
に

相
違
が
あ
る
事
が
分
か
り
、

以
降
進
展
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
協
議
を
継
続

し
て
い
く
考
え
で
す
。

問
　
駅
東
口
の
県
・
市
有

地
が
四
半
世
紀
ぶ
り
に
生

か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
悪
条
件
を
乗

り
越
え
て
、
米
原
駅
東
口

周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
が

今
動
き
出
そ
う
と
し
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
米
原

っ
て
降
り
て
も
何
も
な
い

よ
ね
」、「
企
業
の
人
が
通

り
過
ぎ
る
だ
け
で
は
」
と

い
う
声
を
聞
く
。

　
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

米
原
駅
周
辺
を
ど
の
よ
う

に
創
出
さ
れ
る
の
か
。

答
　
新
た
な
事
業
所
の
開

業
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
に
よ

り
、 
企
業
が
企
業
を
、 

人

が
人
を
呼
び
込
む
好
循
環

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
飲
食
店
な

ど
の
新
規
出
店
を
促
進
す

る
「
に
ぎ
わ
い
創
出
商
業

店
舗
開
設
補
助
」
制
度
の

創
設
な
ど
さ
ら
な
る
検
討

を
進
め
ま
す
。

問
　
北
陸
新
幹
線
米
原
ル

ー
ト
へ
の
延
伸
運
動
は
、

平
成
27
年
ご
ろ
に
米
原
市

商
工
会
が
一
丸
と
な
っ
て

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
っ

た
が
、
平
成
29
年
３
月
に

与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
、
小
浜
・
京
都
に
ル

ー
ト
を
決
定
し
た
こ
と
な

ど
で
運
動
が
下
火
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
最
近
に
な
っ
て

小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
の
見

直
し
論
が
浮
上
し
、
逆
に

米
原
ル
ー
ト
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の

対
応
策
は
ど
う
か
。

答
　
国
が
決
定
し
た
小
浜

ル
ー
ト
は
７
年
度
中
と
さ

れ
て
い
た
着
工
時
期
が
遅

れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
沿
線
自
治
体

の
一
部
か
ら
、
費
用
対
効

果
や
工
期
な
ど
を
考
慮
す

る
と
、「
米
原
ル
ー
ト
」の

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
の
整
備
は
、

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
国
の
動
向
や
民
間
団
体

な
ど
の
議
論
も
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
県

と
も
連
携
し
、
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

伊
吹
山
の
惨
状
の
原
因

と
再
生
対
策
に
つ
い
て

伊
吹
山
の
再
生
対
策
は

北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
へ
の
研
究
は

政
策
研
究
会
マ
イ
バ
ラ　

堀
江 

一
三 

議
員

北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー

ト
へ
の
実
現
に
つ
い
て

県
で
は
復
旧
に
10
年
の

期
間
が
必
要
と
見
込
ん

で
い
る
が

米
原
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
つ
い
て

近
江
長
岡
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

東海道新幹線N ７００系

会
派
代
表
者
質
問
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問
　
市
民
に
身
近
な
基
本

政
策
の
「
す
べ
て
の
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
米

原
」
で
は
た
く
さ
ん
の
公

約
が
あ
る
。
何
か
ら
優
先

し
て
実
現
し
た
い
の
か
。

答
　「
す
べ
て
の
人
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
米
原
」

で
は
、
市
民
や
地
域
に
安

心
を
届
け
る
た
め
の
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、 

７
年
度
予
算
で
は
、

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
設
備
の
導
入
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問
　「
小
中
学
校
に
お
け

る
通
学
に
関
す
る
基
本
方

針
」
が
策
定
さ
れ
て
10
年

が
経
過
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
通
学
中
の
熱

中
症
の
危
険
性
や
児
童
数

の
減
少
な
ど
に
よ
る
集
団

登
校
の
困
難
化
な
ど
、
通

学
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
改
定
が
行
わ
れ
て
い

な
い
の
か
。

答
　
基
本
方
針
に
つ
い
て

は
、
策
定
後
10
年
が
経
過

し
、
現
状
に
な
じ
ま
な
い

事
案
が
出
て
き
て
い
る
こ

と
も
認
識
し
て
お
り
、
見

直
し
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
ま
す
。
改
め
て
基
本
方

針
の
見
直
し
に
つ
い
て
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
上
丹
生
地
域
の
子
ど

も
は
、 

３
月
現
在
12
人
で
、

朝
の
通
学
は
約
２
・
５
㌔

の
距
離
を
、
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
１
人
が
学
校
ま
で
付

き
添
っ
て
い
る
。
帰
り
は

付
き
添
い
が
な
く
、
４
月

か
ら
は
、
３
年
生
の
子
ど

も
は
週
２
回
、
１
人
で
下

校
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
保
護
者
の
話
に
よ

れ
ば
、
通
学
上
の
危
険
な

ど
に
よ
り
、
ま
い
ち
ゃ
ん

号
の
通
学
を
全
児
童
に
拡

大
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
上
丹
生
地
域

の
保
護
者
や
自
治
会
と
徒

歩
通
学
以
外
の
方
法
の
実

施
を
含
め
、
安
全
な
通
学

方
法
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
協
議
し
判
断
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、ど
う
か
。

答
　
下
校
時
に
１
人
に
な

る
事
例
に
つ
い
て
は
、
他

の
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な

事
案
を
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
市
全
体
に
関
わ
る
問

題
と
し
て
、
基
本
方
針
の

見
直
し
と
合
わ
せ
て
、
そ

の
中
で
個
別
の
事
案
の
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
基
本
方
針
の
見

直
し
に
当
た
っ
て
、
例
え

ば
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
公

共
交
通
機
関
の
利
用
地
域

を
広
げ
よ
う
と
す
る
と
、

バ
ス
な
ど
の
車
両
の
確
保

や
運
行
体
制
の
整
備
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、

運
行
業
者
と
も
協
議
を
行

う
な
ど
よ
り
良
い
通
学
手

段
を
模
索
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
下
表
を
み
れ
ば
、
時

間
外
勤
務
者
の
実
施
率
は
、

高
止
ま
り
し
て
い
る
。
時

間
外
勤
務
が
45
時
間
と
80

時
間
を
超
え
る
職
員
数
は

増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
改

善
さ
れ
て
は
い
な
い
。
午

前
０
時
に
な
っ
て
も
退
庁

で
き
な
い
職
員
も
、
毎
月

い
る
。
そ
こ
で
、
５
年
度

の
職
員
の
時
間
外
労
働
時

間
総
数
、
手
当
総
額
は
ど

れ
だ
け
か
。
ま
た
、
そ
れ

は
年
間
何
人
分
の
労
働
時

間
総
数
に
な
る
か
、
さ
ら

に
時
間
外
勤
務
実
施
率
や

時
間
外
労
働
時
間
総
数
の

削
減
目
標
を
問
う
。

答
　
５
年
度
の
正
規
職
員

の
時
間
外
勤
務
の
総
時
間

数
は
約
４
万
３
千
時
間
。

こ
れ
に
対
す
る
時
間
外
勤

務
手
当
は
約
９
千
万
円
で

す
。
こ
の
総
時
間
数
を
５

年
度
の
年
間
の
職
員
１
人

当
た
り
の
勤
務
時
間
数
で

除
算
す
る
と
約
20
人
相
当

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
時
間
外
勤
務
に
係

る
目
標
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
３
月
に
策
定
し
た

米
原
市
特
定
事
業
主
行
動

計
画
「
子
育
て
応
援
・
女

性
活
躍
推
進
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
、
７
年
度
の
目
標

値
と
し
て
、
職
員
１
人
当

た
り
の
月
平
均
時
間
外
勤

務
時
間
数
を
８
時
間
に
、

１
年
間
の
時
間
外
勤
務
時

間
数
が
３
６
０
時
間
を
超

え
る
職
員
を
ゼ
ロ
人
と
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
総
務
省
や
人
事
院
が

３
年
目
公
募
を
撤
廃
し
た

と
お
り
、
保
育
士
な
ど
の

専
門
資
格
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
職
種
で
３
年
を
超

え
て
、
雇
用
更
新
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
だ
が
、ど
う
か
。

答
　
国
の
期
間
業
務
職
員

の
再
度
の
任
用
回
数
の
上

限
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
本
市
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
再
度
の
任

用
回
数
の
制
限
に
つ
い
て

は
、原
則
、撤
廃
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
か
ら
優
先
し
て
公
約

を
実
現
す
る
つ
も
り
か

市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
通

学
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

市
長
の
公
約
実
現
、子
ど
も
の
通
学
の

安
全
、市
職
員
の
勤
務
・
雇
用
の
改
善

日
本
共
産
党
米
原
市
議
団　

山
𦚰 

正
孝 

議
員

職
員
の
時
間
外
勤
務
是

正
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
３
年
目
公
募
撤
廃
を

会
派
代
表
者
質
問
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問

国
は
令
和
７
年
４
月

か
ら
、
65
歳
を
対
象
に
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
定
期

接
種
化
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
今
後
の
市
の
対
応

は
。

答
　
定
期
接
種
（
公
費
負

担
）
の
対
象
と
な
る
の
は
、

そ
の
年
度
内
に
65
歳
を
迎

え
る
方
と
、
60
歳
か
ら
64

歳
の
う
ち
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
で

き
な
い
方
で
す
。
さ
ら
に
、

65
歳
を
超
え
る
方
に
つ
い

て
は
、
７
年
度
か
ら
11
年

度
ま
で
生
涯
に
一
度
だ
け
、

70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０

０
歳
の
年
齢
と
な
る
年
度

に
限
り
、
定
期
接
種
の
機

会
が
あ
り
ま
す
。

　
個
別
に
通
知
を
送
り
ま

す
が
、
自
身
の
該
当
年
度

を
確
認
し
、
接
種
の
機
会

を
逃
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
己
負
担
金
は
、

接
種
費
用
の
約
３
割
と
し
、

生
活
保
護
世
帯
の
方
に
対

し
て
は
、
接
種
費
用
を
全

額
助
成
す
る
制
度
を
設
け

ま
す
。

問
　
校
舎
の
空
調
設
備
の

設
置
が
進
む
中
、
断
熱
性

能
に
課
題
が
あ
る
体
育
館

に
つ
い
て
も
設
置
計
画
の

検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
体

育
館
の
空
調
設
備
設
置
の

予
定
は
。

答
　
小
中
学
校
の
体
育
館

に
空
調
設
備
を
整
備
す
る

方
針
を
６
年
度
に
策
定
し

ま
し
た
。
断
熱
性
の
確
保

や
老
朽
化
対
策
と
し
て
、

遮
熱
塗
料
に
よ
る
改
修
と

合
わ
せ
て
空
調
設
備
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。
１
学

年
の
平
均
人
数
が
多
い

学
校
か
ら
順
次
進
め
ま
す
。

期
間
は
１
校
に
つ
き
３
年

掛
け
て
、
設
計
・
改
修
・

設
備
設
置
を
行
い
、
15
年

度
ま
で
に
全
校
の
整
備
完

了
を
目
指
し
ま
す
。

問
　
災
害
時
の
避
難
所
機

能
向
上
に
向
け
た
本
市
の

取
り
組
み
は
。

答
　
昨
年
の
伊
吹
地
先
で

の
災
害
時
、
伊
吹
小
学
校

の
体
育
館
を
避
難
所
と
し

ま
し
た
が
、
室
内
が
暑
か

っ
た
た
め
、
冷
房
設
備
の

あ
る
教
室
や
県
の
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
借
り
て
対

応
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験

か
ら
、
避
難
所
の
空
調
の

重
要
性
を
認
識
し
、
断
熱

対
策
も
含
め
た
空
調
設
備

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
整

備
完
了
ま
で
の
対
応
と
し

て
、
７
年
度
は
市
の
備
蓄

資
材
と
し
て
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
購
入
予
定
で
す
。

今
後
、
空
調
設
備
整
備
後

の
体
育
館
の
状
況
に
応
じ

て
、
必
要
な
資
材
を
備
蓄

し
避
難
所
環
境
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
市
政
運
営
に

お
い
て
も
限
ら
れ
た
経
営

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

職
員
が
活
躍
で
き
る
環
境

を
構
築
し
、
財
政
の
健
全

化
・
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
求
め
ら
れ
る
。
持
続
可

能
な
行
政
経
営
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答
　
想
定
よ
り
も
人
口
減

少
が
進
ん
で
お
り
、
危
機

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
観

察
し
、
職
員
が
想
像
力
を

働
か
せ
て
適
切
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
業
務

の
効
率
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
財
政
負
担
を
考
慮

し
、
公
共
施
設
の
維
持
管

理
を
計
画
的
に
見
直
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
経

営
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

持
続
可
能
な
行
政
経
営
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン

細野　正行　議員

○帯状疱
ほう

疹
しん

ワクチン接種について
○体育館の空調設備について
○人口減少の対応について

人
口
減
少
に
市
は
ど
う

立
ち
向
か
う
の
か

災
害
時
の
体
育
館
の

空
調
設
備
は

録画配信
はこちら
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鹿取　和幸　議員

問

米
原
市
内
の
小
中
学

校
の
実
施
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答
　
道
徳
教
育
は
、
学
習

指
導
要
領
で
「
学
校
の
教

育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行

う
も
の
」
と
示
さ
れ
て
お

り
、
市
内
小
中
学
校
で
も
、

こ
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

「
特
別
の
教
科
道
徳
」の
時

間
は
も
と
よ
り
、
各
教
科
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
お

よ
び
特
別
活
動
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
質
に
応
じ
て
適
切

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
は
道
徳

教
育
を
、
本
市
が
大
切
に

し
て
い
る
非
認
知
能
力
と

し
て
の
「
自
己
肯
定
感
」

や
「
自
己
有
用
感
」
の
育

成
の
基
盤
と
位
置
づ
け
、

一
層
の
充
実
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問
　
小
中
学
校
の
道
徳
の

充
実
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
　「
特
別
の
教
科
道
徳
」

は
、
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
小
学
校
1
年
生
の
み

年
間
34
時
間
、
そ
の
他
の

学
年
は
年
間
35
時
間
の
授

業
時
数
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
の
学
校
も
こ
の

授
業
時
数
は
確
保
さ
れ
て

お
り
、
十
分
に
対
応
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
指

導
方
法
な
ど
は
、
さ
ら
に

研
修
を
深
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
特
別
の
教
科
道

徳
」
を
要
と
し
た
道
徳
教

育
の
充
実
に
向
け
て
、
７

年
度
か
ら
県
の
道
徳
教
育

推
進
事
業
の
指
定
を
受
け
、

研
究
を
深
め
、
教
員
の
研

修
の
機
会
を
増
や
し
、
道

徳
教
育
の
一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

問
　
米
原
市
に
お
け
る
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
の
課
題
は
何
か
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

か
ら
、
学
校
間
で
生
徒
の

活
動
環
境
に
大
き
な
差
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
本
市

で
は
、
生
徒
数
が
少
な
い

小
規
模
校
が
多
く
、
そ
の

学
校
で
は
設
置
で
き
る
部

活
動
の
数
が
制
限
さ
れ
、

生
徒
の
選
択
肢
が
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
選
択
肢

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い

う
回
答
は
、
中
学
校
生
徒

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

中
学
校
に
進
学
を
控
え
て

い
る
小
学
校
児
童
か
ら
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
の
選
択
肢
を
広
げ

て
い
く
た
め
に
も
、
部
活

動
の
拠
点
校
化
を
は
じ
め
、

地
域
で
の
多
様
な
運
営
体

制
を
想
定
し
、
活
動
環
境

を
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

問
　
そ
の
課
題
を
克
服
す

る
た
め
に
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
本
市
で
は
、現
在
、伊

吹
山
中
学
校
で
の
国
の
実

証
事
業
や
部
活
動
指
導
員

の
配
置
な
ど
、
地
域
団
体

や
地
域
指
導
者
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
先
行
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
の
成
果
や
課
題
を
精
査
、

分
析
し
、
課
題
の
克
服
に

つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

検
討
委
員
会
か
ら
答
申
さ

れ
る
基
本
方
針
を
基
に
、

他
の
市
町
の
動
向
や
先
行

事
例
を
参
考
に
、
課
題
を

一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
も
な
く
示
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
国
の
新
た
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
８
年

度
か
ら
13
年
度
ま
で
の

６
年
間
を
「
改
革
実
行
期

間
」
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。「
改
革
実
行
期

間
」を
十
分
に
活
用
し
、学

校
や
地
域
団
体
と
の
調
整

を
丁
寧
に
進
め
、
持
続
可

能
な
運
営
体
制
の
構
築
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

道
徳
教
育
の
推
進
に

つ
い
て

○道徳教育の推進について
○部活動の地域移行について

部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て

小中学校の学習指導要領

録画配信
はこちら
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問

一
時
預
か
り
保
育
と

の
違
い
は
。

答
　
一
時
預
か
り
保
育
事

業
は
、
保
護
者
の
仕
事
・

病
気
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

ど
の
理
由
で
一
時
的
に
子

ど
も
を
預
け
る
制
度
で
す
。

　
一
方
、
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
は
、
就
労
要
件

が
不
要
で
、
保
育
士
が
子

育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
た
り
、
親
子
で
園
の
雰

囲
気
を
体
験
で
き
る
点
が

異
な
り
ま
す
。

問
　
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
違
い
は
。

答
　
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
親
子
が
自
由
に

遊
べ
る
場
で
、
集
団
の
中

で
の
交
流
が
目
的
で
す
。

　
一
方
、
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
は
、
個
別
に
保

育
士
が
関
わ
り
、
子
ど
も

の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら

保
護
者
の
相
談
に
も
対
応

す
る
点
で
異
な
り
ま
す
。

問
　
な
ぜ
新
し
く
こ
の
制

度
が
必
要
な
の
か
。

答
　
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
を
強
化
す
る
た
め
に
、

制
度
を
利
用
さ
れ
た
保
護

者
に
子
ど
も
の
成
長
や
発

達
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
子
ど
も
の
育
ち
を

応
援
す
る
た
め
で
す
。

問
　
保
育
士
不
足
の
中
で

の
新
制
度
の
優
先
度
は
。

答
　
在
園
児
の
園
運
営
と

同
様
、
重
要
な
事
業
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
ど
ち
ら
が
優
先

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
育
ち
と
保
護
者

の
支
援
に
向
け
て
ト
ー
タ

ル
で
捉
え
、
保
育
士
の
適

正
な
配
置
に
努
め
ま
す
。

問
　
全
天
候
型
で
子
ど
も

若
者
・
保
護
者
が
過
ご
せ

る
場
の
確
保
に
つ
い
て
、

新
た
な
施
設
を
整
備
す
る

だ
け
で
な
く
、
既
存
の
未

利
用
施
設
や
時
間
帯
に
よ

っ
て
使
わ
れ
て
い
な
い
施

設
を
活
用
す
る
考
え
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
は
。

答
　
子
ど
も
や
若
者
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
「
第
三

の
居
場
所
」
の
確
保
は
重

要
な
課
題
で
す
。
市
と
し

て
も
、
公
共
施
設
の
有
効

活
用
を
含
め
、
地
域
や
社

会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

や
公
共
施
設
を
、
全
天
候

型
の
子
ど
も
・
若
者
の
居

場
所
と
し
て
活
用
す
る
可

能
性
は
あ
る
か
。

答
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
活
用
は
有
効
な
手
段
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
専
用

棟
は
国
・
県
の
補
助
金
で

建
設
し
て
お
り
、
他
の
目

的
で
使
用
す
る
に
は
事
業

内
容
の
整
理
が
必
要
で
す
。

今
後
、
本
来
の
役
割
を
損

な
わ
な
い
形
で
、
利
用
ル

ー
ル
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
学
校
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
学
び

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途
や
管

理
方
法
が
異
な
り
、
課
題

の
整
理
が
必
要
で
す
。

　
市
と
し
て
は
、
活
用
可

能
な
施
設
を
把
握
し
、
市

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
新

し
い
居
場
所
の
創
出
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
に
つ
い
て

振角　大祐　議員

○本市におけるこども誰でも通園制度について
○ 全天候型で子ども若者・保護者が集える場所
について

全
天
候
型
で
子
ど
も
若

者
・
保
護
者
が
集
え
る
場

所
に
つ
い
て

米原市こども誰でも通園制度の説明（米原市ホームページより一部抜粋）
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問

去
年
に
続
き
今
年
も

大
型
車
転
落
事
故
が
起
き

た
。
市
や
県
の
対
応
は
。

答
　
１
月
４
日
午
前
６
時

20
分
ご
ろ
、
雪
の
降
り
始

め
に
、
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク
が
車
道
の
路
肩
か
ら

逸
脱
し
、
谷
底
ま
で
転
落

し
た
事
故
を
受
け
、
市
は

県
に
対
し
１
月
７
日
に
国

道
３
６
５
号
の
大
野
木
交

差
点
か
ら
藤
川
西
交
差
点

ま
で
の
区
間
の
路
肩
拡
幅

を
含
む
歩
道
整
備
を
再
度

要
望
し
ま
し
た
。

　
県
は
対
策
の
必
要
性
を

理
解
し
、
５
年
度
ま
で
に

地
形
測
量
や
地
質
調
査
な

ど
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
、
道
路
拡
幅
に
伴

い
必
要
と
な
る
公
図
や
土

地
所
有
者
な
ど
の
用
地
調

査
、
拡
幅
部
の
道
路
構
造

な
ど
の
検
討
を
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
早
期
事
業
化
を
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
未
整
備
区
間
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
幹
線
道
路
を

つ
な
ぐ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
観
点
か
ら
も
、
災
害

や
事
故
の
際
の
迂う

か
い
ろ

回
路
に

な
る
と
い
う
防
災
上
の
観

点
か
ら
も
、
非
常
に
効
果

の
高
い
道
路
と
な
る
が
、

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
こ
の
道
路
は
市
道
藤

川
相
撲
庭
線
と
国
道
３
６

５
号
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
米
原
市
道
路
網
整
備
計

画
２
０
２
４
で
、
10
年
度

ま
で
に
事
業
着
手
す
る
路

線
と
し
て
い
ま
す
。

　
７
年
度
に
土
地
の
公
図

調
査
や
所
有
者
調
査
な
ど

を
実
施
し
、今
後
、用
地
交

渉
も
進
め
ら
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
未
整
備
区
間

の
北
側
に
あ
る
変
則
交
差

点
は
、
通
学
路
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
歩
行
者
や
自

転
車
の
安
全
を
考
慮
し
た

交
差
点
改
良
を
先
行
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。
改
良
に

あ
た
り
、
周
辺
に
道
路
用

地
の
確
保
が
必
要
な
た
め
、

地
元
自
治
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
道
路
整
備
の
進
捗
状

況
は
。

答
　
冬
季
の
安
全
な
道
路

交
通
の
確
保
な
ど
を
目
的

に
、
峠
を
切
り
下
げ
て
勾

配
を
緩
や
か
に
す
る
た
め
、

延
長
約
８
０
０
㍍
の
区
間

で
３
年
度
か
ら
工
事
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
１
期
工
事
で
拡
幅
し
た

西
側
に
県
道
を
切
り
替
え

た
後
、
東
側
斜
面
を
削
り

取
り
、
現
況
道
路
高
よ
り

最
大
4
㍍
程
度
切
り
下
げ
、

さ
ら
に
歩
道
整
備
も
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
部
土
地
所

有
者
間
で
民
地
の
境
界
線

が
確
定
し
な
い
た
め
用
地

交
渉
が
で
き
ず
、
２
期
工

事
に
着
手
で
き
な
い
状
況

で
す
。

　
滋
賀
県
道
路
整
備
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０

２
３
で
は
、
９
年
度
完
了

予
定
で
す
が
、
計
画
通
り

の
完
了
は
難
し
い
で
す
。

問
　
原
因
と
対
応
は
。

答
　
６
年
度
、
原
因
究
明

の
た
め
取
水
井
戸
の
カ
メ

ラ
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

井
戸
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の

大
部
分
で
閉
塞
が
見
ら
れ
、

揚
水
管
の
腐
食
、
破
損
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

水
中
ポ
ン
プ
も
老
朽
化
が

進
み
、
揚
水
能
力
の
低
下

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
2
月
21
日

か
ら
井
戸
内
洗
浄
、
揚
水

管
お
よ
び
水
中
ポ
ン
プ
の

交
換
の
工
事
に
着
手
し
、

工
事
完
了
は
３
月
中
旬
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
道
３
６
５
号
で

　
繰
り
返
さ
れ
る

大
型
車
転
落
事
故

○既存道路の安全化および
避難路となる道路網の整備について問う

今中　力松　議員

市
道
大
清
水
弥
高
春
照

線
の
道
路
整
備
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

県
道
２
４
６
号
大
鹿
寺

倉
線
の
山
室
地
先
の
峠

坂
道

春
照
区
の
消
雪
施
設

散
水
不
能
区
間
の
対
応

国道３６５号のガードケーブルを乗り越
えて谷底へ転落した大型ダンプトラック
事故が二度と繰り返されないように道
路の安全化・強靭化を期待する

録画配信
はこちら
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問

災
害
に
対
応
す
る
基

金
積
立
残
高
は
大
丈
夫
か
。

答
　
４
年
度
決
算
に
お
け

る
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
財
政
調
整
基
金
残
高
の

割
合
は
、
県
内
の
単
純
平

均
19
・
４
％
に
対
し
、
米

原
市
は
21
・
４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
災
害
の
影
響

に
よ
る
減
収
に
対
応
す
る

財
源
と
し
て
、
財
政
調
整

基
金
は
必
要
で
あ
り
、
災

害
に
対
し
て
し
っ
か
り
備

え
て
い
き
ま
す
。

問
　
孤
立
集
落
へ
の
救
援

・
支
援
物
資
な
ど
の
配
送

課
題
の
事
前
防
止
対
策
は

大
丈
夫
か
。

答
　
孤
立
集
落
の
数
に
つ

い
て
は
、
姉
川
・
梓
川
・

丹
生
川
上
流
の
10
集
落
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　
対
応
方
法
は
、
孤
立
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
集

落
に
は
特
別
配
慮
備
蓄
倉

庫
を
設
置
し
、
食
料
や
毛

布
、
発
電
機
な
ど
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
て
医
薬
品

な
ど
を
運
搬
す
る
訓
練
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
　
老
人
ク
ラ
ブ
数
が
別

表
１
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
　
ク
ラ
ブ
数
お
よ
び
会

員
数
の
減
少
が
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
や
就
業

者
の
増
加
が
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
低
調
な
状
況
を
招

い
て
い
る
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

問
　
連
合
会
に
加
入
し
て

い
な
い
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
に
も
補
助
金
制
度

を
新
設
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
市
が
、
連
合
会
へ
補

助
し
て
い
る
趣
旨
は
、
自

治
会
の
範
囲
を
超
え
た
横

断
的
な
人
の
つ
な
が
り
の

強
化
が
、
生
き
が
い
づ
く

り
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
に

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
で
す
。

　
し
か
し
、
現
状
は
連
合

会
か
ら
の
脱
退
が
相
次
い

で
お
り
、
補
助
金
の
効
果

に
地
域
の
偏
り
が
生
じ
て

い
ま
す
。
社
会
背
景
を
踏

ま
え
、
地
域
づ
く
り
の
大

切
な
担
い
手
の
老
人
ク
ラ

ブ
に
対
し
て
、
補
助
金
制

度
の
見
直
し
や
組
織
の
在

り
方
も
含
め
、
何
が
効
果

的
か
、
既
成
の
枠
を
超
え
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
長
浜
市
の
よ
う
な
補

助
金
制
度
を
導
入
で
き
な

い
か
。

答
　
本
市
で
は
、
長
浜
市

の
よ
う
な
研
修
に
お
け
る

バ
ス
利
用
に
特
化
し
た
直

接
的
な
補
助
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
市
内
の
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
実
態
は
、
組
織

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

意
欲
や
使
命
感
を
持
っ
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
組
織

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
か
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
農
水
省
が
、
突
然
本

年
１
月
下
旬
に
方
針
を
見

直
し
た
報
道
が
あ
っ
た
が
、

市
に
通
知
は
あ
っ
た
か
。

答
　
市
町
担
当
者
説
明
会

に
よ
る
と
、
５
年
水
張
り

の
要
件
を
求
め
な
い
こ
と

や
、
農
地
の
集
約
化
な
ど

へ
の
支
援
強
化
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
確
か
な
情
報
が

国
か
ら
届
き
次
第
、
対
象

の
方
々
へ
周
知
し
ま
す
。

災
害
に
関
す
る
計
画
な

ど
の
見
直
し
に
つ
い
て

○災害に関する計画などの見直しについて
○老人クラブ活動支援について
○水田活用の直接支払い交付金制度の見直しについて

矢野　邦昭　議員

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
に

つ
い
て

水
田
活
用
の
直
接
支
払

い
交
付
金
制
度
見
直
し

老人クラブ朝日長寿会の活動風景

別表1　米原市の単位老人クラブの情報 （令和６年３月31日時点）

自治会数
(A)

単位老人クラブ数
(B)

老人クラブ組織率
(B/A)

連合会加入クラブ数

(C)
連合会加入率

(C/B)

伊吹地域 21 12 57% 7 58%

山東地域 37 18 49% 元年度末連合会解散 -

近江地域 25 15 60% 11 73%

米原地域 25 15 60% 平成29年度末連合会解散 -

合計・割合 108 60 56% 18 30%

録画配信
はこちら
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問

米
原
市
で
の
小
中
学

校
に
お
け
る
い
じ
め
の
件

数
は
。

答
　
５
年
度
に
お
け
る
米

原
市
内
の
「
い
じ
め
」
の

認
知
件
数
は
、
小
学
校
で

１
９
４
件
、
中
学
校
で
73

件
で
す
。
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
に
お
け
る
定
義

に
沿
っ
て
さ
さ
い
な
事
案

で
あ
っ
て
も
、
積
極
的
に

い
じ
め
と
捉
え
、
組
織
的

な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
小
学
校
で
の
児
童
に

よ
る
自
主
的
な
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
　
米
原
市
い
じ
め
防
止

等
の
た
め
の
基
本
方
針

で
は
「
い
じ
め
問
題
を
自

分
の
こ
と
と
捉
え
、
考
え
、

議
論
す
る
活
動
や
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
活
動
な
ど
、

児
童
生
徒
の
自
主
的
な
企

画
お
よ
び
運
営
に
よ
る
活

動
を
促
進
す
る
」
と
示
し

て
お
り
、
米
原
小
学
校
を

は
じ
め
、
全
て
の
小
学
校

で
児
童
生
徒
に
よ
る
い
じ

め
の
防
止
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
い
じ
め
防
止
や

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
活

動
を
主
体
的
に
行
っ
て
い

く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
小
学
校
児
童
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

誹
謗
中
傷
の
い
じ
め
の
対

策
は
。

答
　
全
て
の
小
学
校
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に

よ
る
誹
謗
中
傷
な
ど
の
い

じ
め
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
警
察
や
企
業
な
ど
と

連
携
し
た
「
ス
マ
ホ
安
全

教
室
」
を
保
護
者
参
観
で

実
施
し
、
親
子
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
や
い

じ
め
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
作
っ
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
。

問
　
米
原
市
の
小
中
学
校

児
童
生
徒
の
不
登
校
の
人

数
は
。

答
　
市
内
の
不
登
校
の
人

数
は
５
年
度
で
小
学
生
が

24
人
、
中
学
生
が
47
人
で

す
。

問
　
市
が
実
施
し
て
い
る

ス
テ
ッ
プ
フ
ォ
ワ
ー
ド
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
民
間
の
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
の
違
い
は
。

答
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
は
、
児
童
生
徒
の
社
会

的
自
立
を
支
援
す
る
活
動

を
さ
れ
て
お
り
、
学
習
活

動
を
主
な
支
援
と
さ
れ
て

い
る
施
設
や
、
児
童
生
徒

の
主
体
性
を
大
事
に
し
た

体
験
活
動
を
行
っ
て
お
ら

れ
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
ス
テ
ッ
プ
フ
ォ

ワ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学

校
に
通
え
な
い
生
徒
や
、

教
室
に
入
り
づ
ら
い
生
徒

な
ど
を
対
象
に
、
教
員
経

験
の
あ
る
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー

カ
ー
が
、
生
徒
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
社
会
的
自
立

に
向
け
た
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
社
会
的
自
立
を
目
指
す

こ
と
は
同
じ
で
す
が
、
公

的
機
関
が
提
供
す
る
「
居

場
所
」
だ
と
い
う
こ
と
が
、

大
き
な
違
い
で
す
。

問
　
不
登
校
に
な
っ
た
児

童
生
徒
が
、
ス
テ
ッ
プ
フ

ォ
ワ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

と
に
分
か
れ
て
利
用
し
て

い
る
要
因
は
。

答
　
全
て
の
児
童
生
徒
に

確
認
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

不
登
校
状
況
に
あ
る
児
童

生
徒
、
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
応
じ
て
利
用
さ

れ
る
施
設
を
選
択
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
保
護
者

に
よ
る
送
迎
が
可
能
か
ど

う
か
、
施
設
の
活
動
が
自

分
に
合
う
か
ど
う
か
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
施
設
を

選
ぶ
際
の
要
素
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

小
中
学
生
の
い
じ
め
に

つ
い
て

小
中
学
生
の
不
登
校
に

つ
い
て

○小中学生のいじめについて
○小中学生の不登校について

中川　松雄　議員

米原小学校下足箱に掲示されている
児童が作成した いじめ防止取り組みのポスター

録画配信
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問

令
和
６
年
12
月
10
日

午
前
９
時
ご
ろ
、
近
江
地

域
で
子
グ
マ
が
目
撃
さ
れ
、

多
和
田
か
ら
能
登
瀬
、
新

庄
を
経
て
移
動
し
、
４
時

間
後
に
飯
の
天
野
川
沿
い

で
確
保
さ
れ
た
。
幸
い
負

傷
者
は
な
く
、
市
は
「
防

災
ア
プ
リ
」
で
限
ら
れ
た

地
区
に
の
み
情
報
を
提
供

し
た
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
特
定
の

地
区
に
の
み
周
知
し
た
の

か
疑
問
が
残
る
。
ど
の
地

区
に
発
信
し
、
そ
の
基
準

や
理
由
は
何
か
。
市
の
見

解
を
問
う
。

答
　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没

時
の
対
応
は
、
県
の
「
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、

県
、
警
察
、
市
が
連
携
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
近
江
地
域
で
の
ク
マ

の
出
没
情
報
は
、
通
報
を

受
け
た
後
、
ま
ず
多
和
田
、

能
登
瀬
、
日
光
寺
、
新
庄
、

箕
浦
の
各
自
治
会
に
提
供

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク

マ
の
移
動
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
、
出
没
地
点
周
辺

の
自
治
会
や
教
育
施
設
に

も
情
報
発
信
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
情
報
提
供
の
範
囲

に
つ
い
て
は
、
現
場
対
応

の
状
況
に
応
じ
て
範
囲
を

設
定
し
提
供
し
ま
し
た
。

問
　
住
民
の
安
全
確
保
の

た
め
、
ク
マ
出
没
時
の
対

応
や
注
意
点
の
情
報
発
信

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
安
全
意
識
向
上

の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
可
能
か
問
う
。

答
　
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
は
、
ク
マ
へ
の
注

意
点
や
遭
遇
時
の
対
応
、

市
内
の
目
撃
情
報
な
ど
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
出
没
が
増
え
る
秋
ご

ろ
に
伊
吹
山
テ
レ
ビ
を

活
用
し
、
市
民
の
意
識
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

問
　
米
原
市
に
は
多
く
の

魅
力
が
あ
り
、
観
光
Ｐ
Ｒ

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
年
の
国
ス
ポ
は
絶

好
の
機
会
だ
が
、
市
内
観

光
へ
の
誘
導
が
重
要
で
あ

る
。
現
在
、
ど
の
よ
う
に

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
来
場

者
に
伊
吹
地
域
を
は
じ
め

と
し
た
市
内
へ
の
周
遊
を

促
し
て
い
る
の
か
問
う
。

答
　
国
ス
ポ
開
催
に
伴
い
、

１
万
人
以
上
の
来
場
者
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

米
原
駅
の
総
合
案
内
所
で

情
報
発
信
を
行
い
、
ホ
ッ

ケ
ー
会
場
で
は
伊
吹
地
域

を
起
点
と
し
た
案
内
マ
ッ

プ
を
活
用
し
、
市
内
の
周

遊
観
光
を
促
進
し
ま
す
。

問
　
来
場
者
が
地
域
の
魅

力
に
触
れ
る
こ
と
で
、
米

原
市
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

再
訪
や
移
住
に
つ
な
が
る
。

Ｐ
Ｒ
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
中
、
来
訪
促
進
や
移
住

促
進
に
つ
な
が
る
具
体
的

な
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
観
光
案
内
所
や
ウ
ェ

ブ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
活
用
し
、
魅
力
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
・
万

博
を
生
か
し
、
７
年
度
に

周
遊
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
特

典
や
観
光
体
験
型
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
を
充
実

し
、
木
彫
・
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
・
そ
ば
打
ち
な
ど
の

体
験
型
観
光
も
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
へ
の
情
報
発
信
の

範
囲
と
基
準
に
つ
い
て

藤本　敦子　議員

○クマ出没時の情報提供について
○ 国スポを契機とした米原市の観光PRの充実に
ついて

クマの目撃情報（６年度）
米原市公式ウェブサイトより引用

ク
マ
出
没
時
に
関
す
る

対
応
策
と
住
民
の
安
全

意
識
向
上
に
つ
い
て

米
原
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と

周
遊
観
光
の
促
進
に
つ

い
て

米
原
の
魅
力
を
発
信
す

る
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

録画配信
はこちら
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問

市
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
手
順
に
の

っ
と
り
、
６
年
度
に
ど
の

よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
回
さ

れ
た
か
。

答
　
手
順
ど
お
り
４
、
５

月
に
危
険
箇
所
な
ど
の
情

報
共
有
、
７
月
に
学
校
要

望
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
８
月
に

道
路
管
理
者
や
警
察
な
ど

と
合
同
点
検
、
10
月
に
対

策
案
を
共
有
し
ま
し
た
。

現
在
、
対
策
実
施
に
向
け

て
調
整
中
で
す
。

問
　
国
道
８
号
の
滋
賀
銀

行
前
交
差
点
お
よ
び
継
続

検
討
未
対
応
箇
所
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

は
。

答
　
国
道
８
号
の
滋
賀
銀

行
前
交
差
点
は
、
国
に
よ

る
安
全
対
策
の
必
要
性
が

確
認
さ
れ
た
の
で
、
７
年

度
中
の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

設
置
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
米
原
駅
地
下
道
は
、
啓

発
看
板
の
内
容
や
ミ
ラ
ー

設
置
箇
所
を
、
小
中
学
校

に
確
認
し
検
討
中
で
す
。

　
承
水
溝
沿
い
通
学
路
の

防
護
柵
は
、
国
交
省
の
高

さ
基
準
な
ど
を
参
考
に
検

討
し
ま
す
。

問
　
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

目
指
す
姿
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答
　
関
係
者
間
の
密
な
情

報
交
換
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
築
き
、
優
先
度
に
沿
っ

た
弾
力
的
対
応
や
、「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

る
」
を
ベ
ー
ス
に
多
く
の

人
が
通
学
路
や
子
ど
も
の

安
全
に
対
し
て
関
心
を
高

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指

し
ま
す
。

問
　「
伊
吹
山
植
生
復
元

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
６
年

度
の
目
標
に
対
す
る
進
捗

と
、
課
題
を
受
け
た
７
年

度
の
計
画
と
目
標
は
。

答
　
６
年
度
は
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
捕
獲
目
標
を
３
０
０

頭
に
設
定
し
、
２
月
時
点

で
３
６
７
頭
を
捕
獲
し
ま

し
た
。
南
側
斜
面
の
生
息

密
度
は
減
少
傾
向
で
す
が

山
頂
部
で
は
依
然
高
い
た

め
、
７
年
度
も
３
０
０
頭

を
捕
獲
目
標
と
し
ま
す
。

　
土
砂
流
出
防
止
対
策
の

試
験
施
工
を
実
施
し
効

果
を
確
認
し
た
の
で
、
７

年
度
は
、
８
合
目
か
ら
山

頂
部
に
か
け
て
緑
化
基
礎

工
２
８
０
０
㎡
を
実
施
し
、

植
栽
も
進
め
ま
す
。

　
山
頂
の
植
生
保
全
の
た

め
、
金
属
防
護
柵
の
増
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ

ー
ル
は
。

答

20
年
前
の
自
然
豊
か

で
、緑
あ
ふ
れ
る
伊
吹
山
。

多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
、

山
頂
は
多
様
な
植
物
が
咲

き
乱
れ
一
面
が
色
鮮
や
か

な
ま
さ
に
「
百
花
繚
乱
」、

壮
大
な
花
畑
が
あ
る
伊
吹

山
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
再
生
に
は
約

10
年
要
す
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
南
側
斜
面
崩
壊
防
止

・
植
生
回
復
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
内
容
は
。

答

12
年
度
ま
で
に
つ
い

て
の
土
砂
災
害
対
策
と
植

生
復
元
対
策
を
定
め
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
勝
山
谷

川
の
堰え

ん

堤て
い

新
設
、
南
側
斜

面
の
土
砂
流
出
防
止
、
シ

カ
の
捕
獲
対
策
、
山
頂
の

貴
重
植
物
保
全
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

問
　
伊
吹
山
に
関
連
し
た

取
り
組
み
と
の
連
携
や
目

標
連
鎖
は
。

答
　
伊
吹
山
特
設
サ
イ
ト

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開

設
し
、
危
機
的
状
況
や
復

元
に
向
け
た
取
り
組
み
を

発
信
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通

じ
て
、
応
援
の
輪
の
拡
大

と
事
業
継
続
性
を
高
め
ま

す
。

問
　
連
携
や
目
標
連
鎖
と

ゴ
ー
ル
達
成
に
向
け
た
市

長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
。

答
　
土
砂
災
害
の
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
再

生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
市

の
価
値
を
高
め
る
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
、
応

援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。

通
学
路
の
安
全
対
策

川嶋　眞一　議員

○通学路の安全対策を問う
○伊吹山再生の取り組みを問う

伊
吹
山
再
生
の取

り
組
み 市役所ホームページ

通学路交通安全プログラム

録画配信
はこちら
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問

高
齢
化
に
お
け
る
地

域
医
療
の
課
題
を
伺
う
。

答
　
地
域
偏
在
に
よ
る
医

師
不
足
や
、
医
療
需
要
密

度
の
低
下
に
よ
る
医
療
経

営
の
困
難
さ
が
あ
り
ま
す
。

問
　
高
齢
化
に
お
け
る
地

域
医
療
の
推
進
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　
継
続
し
て
進
行
す
る

人
口
構
造
の
変
化
を
見
据

え
た
上
で
、
居
宅
な
ど
で

受
け
ら
れ
る
医
療
、
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
と
病
院

の
連
携
、
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
利
便
性
向
上
お
よ

び
住
民
の
健
康
管
理
と
予

防
の
推
進
に
つ
い
て
、
対

応
策
や
方
向
性
を
検
討
し

構
想
に
盛
り
込
む
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
下
で
の
医

療
を
受
診
す
る
た
め
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い

ち
ゃ
ん
号
の
予
約
締
切
時

間
を
短
縮
す
る
な
ど
、
サ

ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。

問
　
米
原
市
地
域
医
療
構

想
に
よ
り
、
地
域
医
療
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答
　
一
次
医
療
圏（
市
域
）

を
中
心
と
し
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
、
民
間
開

業
医
の
運
営
支
援
、
在
宅

診
療
お
よ
び
通
院
し
や
す

い
公
共
交
通
体
系
の
実
現

な
ど
、
限
ら
れ
た
医
療
資

源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、

市
民
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
た
め
の
地
域
医

療
体
制
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　「
い
き
い
き
高
齢
者

プ
ラ
ン
ま
い
ば
ら
」
の
重

点
施
策
は
。

答
　
フ
レ
イ
ル
対
策
の
充

実
、生
活
支
援
の
充
実
、重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
、

認
知
症
施
策
の
充
実
、
介

護
お
よ
び
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着
・
育
成
で
す
。

問
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
。

答
　
市
で
は
、
高
齢
者
に

関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、

２
カ
所
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
相
談
の
入
口

で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
認

知
度
を
高
め
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。
市
の
広

報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

伊
吹
山
テ
レ
ビ
、
住
民
の

通
い
の
場
に
て
広
報
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問
　
疲
弊
す
る
介
護
事
業

所
を
元
気
に
で
き
な
い
か
。

答
　
国
の
重
点
支
援
地
方

交
付
金
を
活
用
し
、
６
年

度
中
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
運
営
支
援
金
を
交
付

す
る
こ
と
で
市
内
の
事
業

所
を
支
援
し
ま
す
。

問
　
無
人
化
に
よ
る
問
題

点
は
。

答
　
駅
構
内
に
お
け
る
急

病
人
の
発
生
な
ど
、
突
然

の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
を
懸
念

し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海

に
は
、
特
に
人
命
に
関
わ

る
対
応
を
含
め
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
駅
と
し
て

管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
し
ま
す
。

問
　
電
車
を
待
つ
人
や
喫

茶
店
の
た
め
に
、
駅
舎
入

り
口
の
扉
を
自
動
で
閉
ま

る
よ
う
に
改
善
で
き
な
い

か
。

答
　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
所
有
物

の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
判

断
に
よ
る
施
設
管
理
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
駅
利
用

者
の
待
合
環
境
の
向
上
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議

し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
化
に
お
け
る
医
療

の
課
題
お
よ
び
推
進
に

つ
い
て

○高齢化における医療の課題および推進について
○高齢者支援としての介護について
○近江長岡駅の活性化について

宮川　泰　議員

高
齢
者
支
援
と
し
て
の

介
護
に
つ
い
て

近
江
長
岡
駅
の
活
性
化

に
つ
い
て

地域包括ケアセンターいぶき

近江長岡駅構内の喫茶店
Cafe Lumière（カフェ ルミエ）

録画配信
はこちら
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問

安
全
・
安
心
の
学
校

給
食
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
問
う
。

答
　
本
市
の
給
食
で
は
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
を
使

用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
野
菜
な
ど
の
出
荷
に
つ

い
て
は
、
残
留
農
薬
検
査

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
安

全
性
の
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
で
は
、

最
も
高
い
レ
ベ
ル
と
な
る

代
替
食
の
提
供
を
行
っ
て

お
り
安
全
な
給
食
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

問
　
お
い
し
い
給
食
の
た

め
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
　
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
献
立
を
受
け
継
ぎ
、
新

た
な
食
材
を
使
用
し
工
夫

し
た
給
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
感

謝
の
手
紙
や
寄
せ
書
き
は
、

調
理
師
や
栄
養
士
の
励
み

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
育
に
つ
い
て
は
、
年

間
計
画
に
基
づ
き
、
発
達

段
階
に
応
じ
て
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問
　
環
境
こ
だ
わ
り
農
産

物
の
給
食
使
用
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
市
内
で
の
生
産
は
、

水
稲
、
そ
ば
、
柿
、
ま
く

わ
の
４
種
で
、
そ
の
栽
培

面
積
は
減
少
傾
向
で
す
。

　
近
年
の
物
価
高
騰
に
伴

う
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
な

ど
に
よ
り
安
定
し
た
供
給

量
の
確
保
が
で
き
ず
、
本

市
で
の
使
用
は
平
種
な
し

柿
の
み
で
す
。

問
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材

の
使
用
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
問
う
。

答
　
積
極
的
に
地
元
産
食

材
の
購
入
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
近
年
の
気
象
条
件

や
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
か

ら
、
地
元
産
食
材
で
あ
っ

て
も
そ
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
に

つ
い
て
は
、
安
定
し
た
供

給
量
が
見
込
め
な
い
状
況

で
す
。

問
　
市
の
考
え
方
は
。

答
　「
米
原
市
農
業
経
営

基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関

す
る
基
本
構
想
」
に
基
づ

き
、
農
地
の
集
積
・
集
約

を
進
め
、
担
い
手
農
業
者

の
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
農
家
や
家
族
経

営
農
家
の
方
々
の
営
農
も

含
め
て
、
市
内
の
農
地
が

保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
今
後
も

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

問
　
国
の
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
つ

い
て
市
の
計
画
は
。

答
　
令
和
４
年
10
月
に
県

内
の
全
市
町
が
共
同
で

「
滋
賀
県
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

問
　
市
の
環
境
こ
だ
わ
り

米
な
ど
の
作
付
け
状
況
は
。

答
　
元
年
度
は
２
３
６
㌶
、

６
年
度
は
１
５
６
㌶
と
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業

の
推
進
方
針
は
。

答
　
環
境
こ
だ
わ
り
農
産

物
の
栽
培
面
積
が
減
少
す

る
中
、
将
来
的
に
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
産
物

の
必
要
量
を
確
保

し
、
給
食
に
安
定
的

に
供
給
す
る
こ
と

は
、
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
時
点
に

お
い
て
、
独
自
の
補

助
制
度
や
関
係
団
体

と
の
連
携
組
織
の
設

立
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

問
　
ほ
場
整
備
か
ら

数
十
年
経
過
し
た
農

業
施
設
の
劣
化
の
対
応
は
。

答
　
大
規
模
な
改
修
は
地

元
負
担
も
高
額
と
な
り
、

農
業
離
れ
が
さ
ら
に
加
速

化
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
な
ど
、
取
り
組
み
を
進

め
ら
れ
な
い
実
情
が
あ
り

ま
す
。

　
施
設
の
改
修
が
必
要
な

地
域
や
団
体
に
対
し
、
国

の
支
援
制
度
な
ど
の
活
用

を
促
し
、
農
地
の
維
持
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り

組
み
は

○安全・安心でおいしい学校給食について問う
○ 環境にやさしい農業、家族経営を守る施策につ
いて

藤田　正雄　議員

小
規
模
農
家
・
家
族
農

業
を
守
る
施
策
に
つ
い

て

滋賀県環境こだわり農産物認証マーク

録画配信
はこちら



市議会だより25

　
角
田
市
長
に
な
っ
て
初
め
て
の
７
年
度
当
初
予
算
案
を
今
定
例
会
に

お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
尾
前
市
政
の
諸
事
業
を
継
承
し
つ
つ
、新
規
事
業
が
各
分
野
に
お
い

て
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
・
効
果
的
に
人
口

減
少
対
策
に
活
用
す
る
も
の
と
一
定
の
評
価
を
し
ま
し
た
。

　
７
年
度
か
ら
本
格
的
に
着
手
さ
れ
る
「
伊
吹
山
保
全
対
策
」
は
山
頂
～

南
側
斜
面
～
勝
山
谷
川
に
至
る
ま
で
の
大
規
模
か
つ
総
合
的
な
対
策
工

事
で
す
。
滋
賀
県
、
本
市
、
伊
吹
山
を
守
る
自
然
再
生
協
議
会
の
３
者
に

よ
る
協
働
事
業
で
す
。
冬
期
の
積
雪
に
よ
る
工
事
の
一
時
中
断
な
ど
の

厳
し
い
施
工
条
件
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
時
点
で
は
、12
年
度
ま
で
の
長

期
に
わ
た
る
事
業
計
画
で
す
が
、緑
あ
ふ
れ
る
伊
吹
山
が
一
日
も
早
く
よ

み
が
え
る
よ
う
、ま
た
下
流
域
の
伊
吹
地
区
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

 

（
𠮷
田
周
一
郎
）

委　員　長　細野　正行
副委員長　振角　大祐
委　　員　川嶋　眞一
委　　員　鹿取　和幸
委　　員　山𦚰　正孝
委　　員　𠮷田　周一郎

編
集
後
記

次回  令和７年第２回（６月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30、
閉会日：10:15
※日程・時間は、変更の場合有

5
開会
予算・決算
委員会

6 7

8 9
一般質問

10
一般質問

11
民生教育委
員会・予算
決算分科会

12
民生教育委
員会・予算
決算分科会

13 14

15 16
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

17
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

18 19 20 21

22 23 24
予算・決算
委員会

25
議会運営
委員会

26
閉会日

議 会 の 動 き
１月

10日　議会だより編集委員会
14日　米原駅東口駅前開発特別委員会
15日　委員会協議会（2常任委員会）
16日　行政視察受入（千葉県富里市）
17日　行政視察受入（埼玉県幸手市）
20日　米原市議会議員研修会
22日　県市議会議長会　定例議員研修会
28日　議会運営委員会
30日　県市議会議長会　第3回議長会議
31日　第1回臨時会【本会議】

　　議員全員協議会
　　予算・決算常任委員会（全体会）
　　予算・決算常任委員会分科会（総務産業建設・民生教育）
　　会派代表者会議

２月
4日　長浜・米原市議会連絡協議会　議員合同研修
5日　委員会協議会（2常任委員会）
6日　議会デジタル化広聴推進委員会

　　行政視察受入（千葉県松戸市）
12日　行政視察受入（滋賀県湖南市）
14日　議会運営委員会
17日　議員全員協議会

　　湖北広域行政事務センター議会　定例会
18日　議会運営委員会
19日　湖北地域消防組合議会　定例会
20日　滋賀県市町村職員退職手当組合議会　定例会

　　長浜水道企業団議会　定例会
21日　第1回定例会【初日】

　　議員全員協議会
　　議会だより編集委員会

25日　予算・決算常任委員会（全体会）
26日　第1回定例会【2日目】代表質問
27日　第1回定例会【3日目】一般質問
28日　第1回定例会【4日目】一般質問

３月
3～7日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会

10～14日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会
21日　議会デジタル化広聴推進委員会
24日　予算・決算常任委員会（全体会）
25日　議会運営委員会
26日　第1回定例会【最終日】

　　議員全員協議会
　　2常任委員会、予算・決算分科会
　　予算・決算常任委員会（全体会）

議会の傍聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、代表・一般質問、閉会日の本会議の
模様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会



紹介

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

常
に
学
び
市
政
に
生
か
す
議
員
研
修

米原市議会議員研修会

  自治体財政の本質を学ぶ

滋賀県市議会議長会定例議員研修会

  地方議員のための役所を動かす質問の仕方

長浜・米原市議会連絡協議会議員合同研修

  議員・議会の役割と権限

広告募集！

　１月2 ０日に、米原市議会議員研修会を開催しました。今回の研
修では、財政学の分野を研究されている立命館大学政策科学部教授
の森裕之氏をお招きし「自治体財政の本質を学ぶ」と題し、ご講演を
していただきました。
　この研修は、3月定例会での当初予算審査を前に、市議会の予算審査能力を高めることを目的と
して実施したものです。
　森氏は、自治体財政を家計に例えることで身近に感じさせ、また地方交付税制度や財政指標など
の難解な用語を、詳細な意味にこだわらず、大枠で捉えやすく解説してくださいました。森氏の分
かりやすい解説により、自治体財政の全体像についての理解をさらに深めることができました。

　１月２２日に、県内市議会から約270人の議員が一堂に会し、滋賀県市議会議長会主催による定
例議員研修会が開催されました。元広島県廿日市副市長で地方議員研究会統括コンサルタントの
川本達志氏を講師に迎え、ご講演いただきました。
　講演では、議員が市長に対して行う一般質問を通じて、市民への情
報提供や課題解決に向けた政策提案を行うための効果的な手法が紹
介されました。川本氏は、議員が現状を把握するために客観的なデー
タを徹底的に調査し、課題を明確に設定した上で政策を提案する一連
のプロセスを踏んでこそ、初めて市役所が動くと指摘され、議員が質
の高い質問を行うことが重要であると強調されました。

　２月４日に、長浜・米原市議会連絡協議会で議員合同研修を開催し
ました。三重県議会事務局にて、道府県初の議会基本条例の策定事務
を担当され、現在は長浜市の議会アドバイザーとして活躍されている
自治体議会研究所所長の高沖秀宣氏にご講演をいただきました。
　多くの議会が市長から提出された議案を審査するだけの「議決機関」となっている中、真に議会の
機能を果たすために「議事機関」となり、市政を監視していくことの必要性を語られました。

広告掲載を希望される方は、米原市議会事務局
（0749-53-5134）までお問い合わせください。

１枠5,000円（縦37ｍｍ×横85ｍｍ）

研修の様子（第一委員会室）

研修の様子（ルッチプラザ）

研修の様子（コンベンションホール）


